
（１９７６年１月１３日）(25) 日ソ共同コミュニケ

ア・ア・グロムイコ・ソ連邦共産党中央委員会政治局員兼外務大臣は、日

本国政府の招待により１９７６年１月９日から１３日まで日本国を公式訪問

した。

ア・ア・グロムイコ外務大臣は、天皇陛下から謁見を賜わった。

ア・ア・グロムイコ外務大臣は、三木武夫日本国総理大臣と会見した。

宮澤喜一日本国外務大臣とア・ア・グロムイコ外務大臣との間で、平和条

約の締結に関する交渉が継続された。

定期協議において、日ソ間の諸問題及び双方が関心を有する若干の国際問

題について意見交換が行われた。

双方は、近年における日ソ関係の発展に対し満足の意を表明し、１９７３

年１０月１０日付の日ソ共同声明において定められた基本的諸原則を確認し

た。双方は、今後とも日ソ関係の発展に努力する旨の意向を表明した。

平和条約締結交渉において、双方は、田中総理大臣のソ連邦訪問に際して

採択された１９７３年１０月１０日付日ソ共同声明の当該部分、すなわち、

「双方は、第２次大戦の時からの未解決の諸問題を解決して平和条約を締結

することが両国間の真の善隣友好関係の確立に寄与することを認識し、平和

条約の内容に関する諸問題について交渉した。双方は、１９７４年の適当な

時期に両国間で平和条約の締結交渉を継続することに合意した 」との規定。

に基づき、平和条約の内容に関する諸問題について交渉した。双方は、同条

約を早期に締結するため交渉を継続することに合意した。

双方は、日本国とソ連邦との間の貿易・経済協力が円滑に発展しているこ

とを指摘し、互恵平等に基づくその一層の拡大を促進するとの意向を表明し

た。

両大臣は、１９７２年１月２７日付の日本国とソ連邦との間の文化交流に

関する交換公文の有効期間の延長に関する書簡を交換した。両大臣は、両国

間の文化交流を更に一層円滑に発展させるため、文化協定締結に関する交渉

を開始することに合意した。

ア・ア・グロムイコ外務大臣は、宮澤喜一外務大臣に対し、平和条約の締

結に関する交渉の継続及び定期協議のため、１９７６年にソ連邦を公式訪問



するよう招待した。この招待は、謝意をもって受諾された。訪問の具体的時

期は追って合意される。

双方は、ア・ア・グロムイコ外務大臣の日本国訪問の際に行われた交渉及

び会談が友好的雰囲気の下に行われ、双方にとり有益であったことを指摘し

た。




